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『
海
』
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
「
ニ
ュ
ー
ス
」

の
コ
ラ
ム
を
設
け
、
『
海
』
の
作
品
に
対
し
て
い
た

だ
い
た
批
評
や
感
想
な
ど
の
内
容
の
要
旨
を
掲
載
し
、

同
人
個
々
の
参
考
に
な
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。 

第
二
十
九
号
（
通
巻
第
九
十
六
号
）
の
作
品
に
対

し
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
感
想
な
ど
の
一
部
（
抄
）
を
、

左
記
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
各
位
（
お
名
前
は
略
）
に
、

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 ◇

エ
ッ
セ
イ
の
部 

上
水
敬
由
「
や
な
ぎ
か
げ
」 

 

・
山
頭
火
、
球
磨
焼
酎
の
話
に
興
味
を
抱
い
た
。 

 

◇
詩
の
部 

笹
原
由
理
「
こ
と
し 

ほ
か
」 

 

・
悲
し
み
が
ま
っ
す
ぐ
に
伝
わ
っ
て
き
て
、
胸
に

刺
さ
っ
た
。 

 

群 

青
「
八
月
の
砂
地
」 

・
心
の
機
微
を
、
易
し
い
言
葉
で
歌
い
あ
げ
て
い

る
。 

・
心
に
残
る
詩
で
あ
る
。 

・
こ
の
詩
人
の
人
柄
に
魅
か
れ
る
。 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◇
散
文
詩
の
部 

牧
草 

泉
「
愛
す
る
あ
な
た
へ
」 

・
一
独
身
女
性
の
感
覚
が
わ
か
っ
た
よ
う
な
気
が 

す
る
。 

・
登
場
す
る
作
家
名
は
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
で
な 

い
方
が
よ
く
は
な
い
か
。 

 ◇
俳
句
の
部 

松
本
西
夏
「
風
は
誰
」 

 

・
心
に
残
る
句
が
数
点
あ
る
。 

 

・
し
っ
と
り
と
、
し
か
も
枯
れ
た
感
じ
が
い
い
。 

 

◇
評
論
の
部 

赤
木
健
介
「
犯
罪
と
二
人
の
批
評
家
」 

 

・
昨
今
、
こ
う
い
う
テ
ー
マ
の
作
品
を
み
な
い
。 

 
・
と
て
も
参
考
に
な
っ
た
。 

 

◇
小
説
の
部 

高
岡
啓
次
郎
「
冷
た
い
夏
」 

 

・
安
定
し
た
筆
遣
い
で
、
読
ま
せ
る
。 

 

・
読
ん
で
身
に
つ
ま
さ
れ
た
。
・
・
男
の
か
な
し

さ
。
孤
独
。
書
く
と
い
う
こ
と
・
・
。 

 

・
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な
展
開
に
、
独
自
性
を
感
じ
る
。 

 

・
ヘ
ル
パ
ー
の
裏
に
も
つ
毒
を
、
さ
ら
り
と
出
し

た
と
こ
ろ
が
よ
い
。 

 
 有

森
信
二
「
グ
ッ
ド
・
ラ
ッ
ク
」 

 

・
意
欲
作
で
あ
る
が
、
書
き
足
り
な
い
。 

 

・
若
い
感
受
性
を
表
に
出
し
た
と
こ
ろ
と
、
老
獪

な
政
治
問
題
を
持
ち
込
ん
だ
と
こ
ろ
が
う
ま
く

さ
ば
け
て
い
な
い
。 

 

・
主
人
公
の
影
が
薄
く
、
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
決
ま

ら
な
か
っ
た
。 

 
 井

本
元
義
「
白
羊
の
虚
囚
夢
」 

 

・
ま
さ
に
、
純
文
学
の
世
界
。 

 

・
文
体
の
魔
術
が
、
草
花
の
根
の
触
手
の
よ
う
に

伸
び
て
き
て
、
脳
髄
を
侵
し
て
い
く
。 

 

・
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
幻
想
的
な
冒
険
譚
で
あ
り
、

想
像
力
を
駆
使
し
た
力
作
で
あ
る
。 

 

・
こ
の
異
能
の
作
家
が
、
正
当
な
評
価
を
受
け
る

日
を
待
ち
望
む
。 

 
 ◇

招
待
席
の
部 

天
津
孔
雀
「
蝶 

愛
ず
る
少
年
」
（
散
文
詩
）
、

「
こ
ん
に
ち
は
」
（
掌
編
小
説
） 

 

・
興
味
を
惹
か
れ
た
。 

 

・
独
特
の
美
学
を
感
じ
た
。 

 

◇
『
海
』
全
体
の
部 

 

・
充
実
し
た
力
の
あ
る
作
品
が
揃
っ
て
い
る
。 

・
活
力
と
持
続
力
が
す
ば
ら
し
い
。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
ま
と
め
・
Ｕ
） 

 
 


